
 

 

― ２月号  ― 
 

毎年成人式の日には多くの卒塾生が明正に顔を出し、成長した姿を見せてくれるのが恒例となっ

ていました。スーツ姿の男性陣と晴れ着姿の女性陣、卒業して２年～５年の歳月でそれは見違えるほ

ど大人になっていて、一番のプレッシャーが「先生、私、誰か分かる」と言われることなのです。当時の

面影が残っている生徒もいれば、髪型も容姿もすっかり変わっている生徒。必死に昔を思い起こすの

ですが、それでも出てこないときは「ヒントちょうだい」とお願いするのです。そのあと、みんなに成人と

なっての抱負を毛筆で書いてもらい、自宅の壁に飾ってもらうのですが、今度は生徒がカッコイイ言

葉を書かなければと必死になるのです。「２０歳になったから大人になるのではないのだぞ、大人にな

る覚悟をした者が大人になるのだ、その覚悟を書きなさい」とプレッシャーをかけるのです。 

その壁に貼られた卒塾生の書を眺めながら一年を過ごすのが常となり、私の楽しみでありました。

しかし、去年からコロナの影響で塾への訪問を控えてもらうこととなり、私の楽しみはしばしお休みと

なっています。大切な時期を迎えている受験生のことを最優先に考えてのことであります。オミクロン

株は重症化しにくいというものの、濃厚接触者となっただけでも１０日間の自粛をしなければなりませ

ん。これだけ急激に感染者が増え、特に１０代、２０代の感染者が多いのに、学校がリモートにならな

いのはどういうことなのか、と思います。亀山市は全生徒分のタブレットを用意しているのにですよ。 

明正では、１月１７日から授業をリモートに切り替えました。昨年のリモート授業の時、ホワイトボード

に教室の照明が反射して文字が見えにくいという声があったので、今回は光が反射しにくいシートを

ホワイトボードに貼り付け、対応いたしました。また、プロジェクターでの映像となり、リモート画面が更

に見やすくなったと思います。よりよい授業環境のため、新年度から中学生の理科と社会のテキスト

をフルカラーのものへと切り替えます。特に、理科の植物や社会の人物などの写真は、カラーになるこ

とでより伝わりやすく、分かりやすくなると思います。 

全教室に換気扇を取り付け、トイレと手洗いを自動水栓に改修。感染拡大時はリモート授業に切り

替え、３教室にプロジェクターを設置、テキストはデジタルテキストに移行、と常に授業の質の向上を

目指すことで、今度は卒塾生に、成長した明正を見てもらいたいと思っています。 
 

 

 

 

２月１１日(金)、２３(水)の祝日は、全クラス休塾となります。 
 

ただし、私立中１・２コースは２月２３日(水)に１月２９日(土)分の振替授業を行います。 

小５ 国 算 理 社 合 偏

1 84 68 73 80 305 57

小６ 国 算 理 社 合 偏

1 88 80 95 84 347 61


